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の把握を開始した。表 2 - ₁ は米国政府，国際労働機関（International Labour 
Organization: ILO），国連薬物犯罪事務所（United Nations Office on Drugs and 





















　表 2 - 2 と表 2 - ₃ は ILO（2012）によって示された推計値である。ILOは
労働環境の改善を提言し続ける機関であるため，人身取引という犯罪それ自
表 2 - ₁ 　人身取引被害者数の推計値
U.S. government























































































の余地が大きいことを示しているといえる（表 2 - ₃ ）。
　人身取引を移動を伴う強制労働であると定義するならば，表 2 - 2 からは
移動の程度別で，国際移動（29％）と国内移動（15％）の合計である44％が






女性 男性 大人 子ども 国際移動 国内移動 移動なし
商業的性的強制
労働 450 21.5 98 2 79 21 74 19 7
経済的強制労働 1,420 67.9 40 60 73 27 18.5 15.2 66.3
政府による ILO
基準違反の労働 220 10.5 58 42 67 33 0 6 94

















































ing in Persons Report（人身取引報告書）と UNODCの Trafficking in Persons: 
Global Patternsを基礎資料としており，パレルモ議定書をもとに次の ₃つの
指標を作成している。①訴追：Prosecuting traffickers６，②保護：Protecting 









　上記 ₃つの側面をもつ指標を合わせたものとして，④総合指標を ₃ P指標
と呼んでいる。指標は， ₃指標の単純合計をとるため， ₃～15の値をとる指















































































































































































































（出所）　図 2 - ₁ のデータと UNdataを用いて筆者作成。







ほとんどなされていない。現在のところ，Cho, Dreher and Neumayer （2013）
は，この問いに答えることができる数少ない論文のひとつである。ここでは，
















　つぎに，実証分析の解説に入ろう。Cho, Dreher and Neumayer （2013）の
































































































































































































































































































































































































































　数少ない理論研究として，上記のほかにWheaton, Schauer and Galli（2010）





































































































































































































債務なし  1,076 （81.7） 60（59.4） 5 （5.0） 7 （6.9） 31 （30.7） 13 （12.9） 4 （4.0）
債務あり  204 （15.5） 41（40.6） 3 （3.0） 11 （10.9） 20 （19.8） 4 （4.0） 3 （3.0）
その他  37 （2.8） 0
合計  1,317 （100.0） 101 （100.0） 8 （7.9） 18 （17.8） 51 （50.5） 17 （16.8） 7 （6.9）













だろう。表 2 - ₅ は，人身取引被害者の方が仕事を自分の意思で辞められな







表 2 - ₅ 　仕事を辞めることができるか（人身取引被害別・債務別）
（人，カッコ内は％）
合計 非人身取引 人身取引被害者
Yes No Yes No Yes No
債務なし  910 （64.2） 226 （16.7）  862 （85.5） 12 （1.2）  48 （11.7） 214 （52.2）
債務あり  103 （7.3） 142 （10.5）  85 （8.4） 23 （2.3）  18 （4.4） 119 （29.0）
その他  26 （1.8） 11 （0.8）  26 （2.6） 0 （0.0）  0 （0.0） 11 （2.7）
































































































































































Shah,and Bertozzi（2005），Gertler and Shah（2011），Rao et al. （2003），Shah
（2013）などを参照。









⒄　ChartsBin（http://chartsbin.com/view/snb，2016年 2 月 ₅ 日閲覧）に公表され









　ここではWorld Bankによって公表されているWorld Bank Governance Indi-
cators（ガバナンス指標）のひとつである Rule of lawを用いている。このほか
にガバナンス指標には Voices and accountability, Political stability and absence of 
violence, Government effectiveness, Regulatory quality, Control of corruptionなど
がある。












































































は International Handbook of Economics of Migrationと題されているが，不法就

































　ドラッグギャングについては Glaeser and Sacerdote （1999），その他の犯罪










　 ₁タカ（Bangladesh Taka）=1.56円（2015年11月 ₅ 日現在）。日系製造業の
一般工職の月額賃金は5897タカ≒74米ドルである（2012年12月～2013年 ₁ 月
時点での JETRO調査より）。
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